
(別紙1)

材料料

MOO2　支台築造

ほ台築造の保険医療材料料(1歯につき))

ファイバーポストを用いた場合は次の材料料と使用した本数分のファイバーポスト料との合計に

より算定する｡

1　間接法

イ　メタルコアを用いた場合

裾　太白歯

･:　小臼歯･前歯

ロ　ファイバーポストを用いた場合

･1　人目指-

t2∋　小白歯事前歯

2　直接法

イ　ファイバ-ポストを用いた場合

日　大Fl歯

紬/1､臼歯･前歯

ロ　その他の場合

細　大白歯

ほう　小白歯･前歯

(ファイバ-ポスト)

1.本につき

MOO5　装着

1　歯冠修復物　fl個につき)

はき　歯科用合着･接着材料王

イ　レジン系

ロ　グラスアイオノマ一系

宅2∋　歯科用合着･接着材料Ⅱ

捲き　歯科用合着･接着材料Ⅲ

2　仮着　日歯につき)

3　副子の装着の場合(1歯につき)

加　歯科用合着･接着材料Ⅰ

イ　レジン糸

口　グラスアイオノマ-系

を2き　歯科用合着･接着材料王

制　歯科用合着･接着材料Ⅲ又は歯科充填用即時硬化レジン

MOO9　充填(1滴洞につき3

1　歯科充填用材料　王

制　複合レジン系

イ　単純なもの

ロ　複雑なもの

65点

･10点

27点

15点

27点

15点

33点

21点

89点

17点

11点

i2点

種点

4点

17点

11点

12点

4点

注　クリアフィルCRインレ-､パルフィーダインレ-､クルツアーインレ-CSセット､スリ

ーエムレジンインレ-システム､ベルブイ-ルインレ-､ライトフィルCRインレ-を用いて､

インレ-修復の単純なものを行った場合の特定保険医療材料はロにより､インレ-修復の複雑

なものを行った場合の特定保険医療材料はイ及びロを合算し算定するQ
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2　ダラスアイオノマ一系

イ　単発なもの

ロ　等建なもの

2　雷常夏襲用材料　Ⅱ

1　複合レジン系

イ　単純なもの

ロ　複雑なもの

注　SR-イソシットインレ-を用いてインレ-修復の単純なものを行った場合の特定保険医療

材料はロにより､インレ-修復の複雑なものを行った場合の特定保険医療材料はイ及びロを倉

算し算定する窃

2〉　グラスアイオノマ一系

イ　単純なもの

ロ　複雑なもの

3　歯科充填用材料　Ⅲ

MOIO　金属歯冠修復　日個につき)

1 14カラット金合金

詔　インレー

複雑なもの

ぎ2) 4分の3冠

2　金銀パラジウム合金(金12%以上)

l j､l●川i

イ　インレ-

a　単純なもの

b　複雑なもの

ロ　5分の4冠

ハ　全部金属冠

二　･汗hJil.前撞

イ　インレ-

a　単純なもの

b　複雑なもの

ロ　4分の3冠

ハ　5分の4冠

二　全部金属冠

3　鋳造用ニッケルクロム合金

1　人臼折

イ　インレ-

a　単純なもの

b　複雑なもの

ロ　5分の4冠

ハ　全部金属冠

(2)小臼歯･前歯

イ　インレ-

a　単純なもの

b　複雑なもの

ロ`4分の3冠

ー45　-

626点

782点

168点

:111点

392点

･193点

115点

228点

281点

281点

353点

4点

4点

8点

10点
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ハ　5分の4冠

二　全部金属冠

4　銀合金

El)太臼歯

イ　インレ-

a　単純なもの

b　複雑なもの

ロ　5分の4冠

ハ　全部金属冠

2　小臼歯･前歯･乳歯

イ　インレー

a　単純なもの

b　複雑なもの

ロ　4分の3冠　ほし歯を除くo)

ハ　5分の4冠く乳歯を除くd)

ニ　全部金属冠

MOu　レジン前菜金属冠(1歯につき)

1　金銀パラジウム合金(金12%以上)を用いた場合

2　鋳造用ニッケルクロム合金を用いた場合

3　銀合金を用いた場合

MO14　ジャケット冠(1歯につき)

〔次の材料料と人工歯料との合計により算定するo〕

1歯につき

MOLS　硬質レジンジャケット冠(1歯につきき

1　歯冠用加熱重合硬質レジン

2　歯冠用光重合硬質レジン

MO15-2　CAD/CAM茂(1歯につき)

cAI∋/C AM冠用材料

MO16　乳歯冠　日歯につき)

1　乳歯金属冠

2　その他の場合

乳歯に対してジャケット冠を装着する場合

〔次の材料料と人工歯料との合計により算定するG〕

1歯につき

MOlT　ボンティツタ(1歯につき)

1　鋳造ボンティツタ

潮　金銀パラジウム合金(金12%以上)

イ　大白歯

口　小白歯

を2)銀合金又はニッケルクロム合金

太臼歯卓小臼歯

2　金属轟装ボンティツタ

〔次の材料料(金属材科料とレジン材料料を含む｡)により算定する｡〕

服i4カラット金合金

を郭　金銀パラジウム合金(金12%以上)
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17点

30点

38点

47点

11点

22点

27点

27点

35点

439点

17点

76点

2点

8点

196点

382点

30点

2点

587点



イ　爵舌

ロ　4､白歯

3･銀合金又はニッケルクロム合金

蕪歯･ ,ト臼歯

3　レジン前菜金属ボンティツタ

1　金銀パラジウム合金(金12%以上)を用いた場合

2　鋲合金又はニッケルクロム合金を用いた場合

MO18　有床義歯

〔次の材料料と人工歯料との合計により算定する.〕

1　局部義歯(1床につき)

il享　1歯から4歯まで

を2き　5歯から8歯まで

63,i　9歯からH歯まで

潮12歯から14歯まで

2　総義歯(1顎につき)

MO19　熱可塑性樹脂有床義歯(1床につき)

〔次の材料料と人工歯料との合計により算定する怨〕

熱可塑性樹脂有床義歯　g l床につき)

MO20　鋳造鈍　く1個につき)

1 14カラyト金合金

邪　双子釣

イ　太･小臼歯

口　犬歯･小臼歯

E2享　二腕鈎(レストつき)

イ　尭白歯

口　犬歯暮小臼歯

ハ　前歯く切歯)

2　金銀パラジウム合金(金12%以上)

服　双子鈎

イ　大･小臼歯

口　犬歯･小目歯

言2き　こ腕鈎　くレストつき)

イ　大臼歯

口　犬歯･小臼歯

ハ　前歯(切歯)

3　鋳造用ニッケルクロム合金､鋳造用コバルトクロム合金

MO21線釣　日額につき)

1　不鋳鋼及び特殊鋼

2　14カラット金合金

tl)双子鈎

ミ2)二腕鈍　くレストつき)

MO21-2　コンビネ-ション釣　日個につき)

1　鋳造鈎に金銀パラジウム合金(金12%以上上線鈎に不鋳鋼及び特殊鋼を用いた場合

を1き　前歯

r:23　犬歯･小白歯
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231点

290点

26点

341点

50点

2点

3点

5点

7点

10点

39点

865点

701点

7()1.氏

541点

416点

･151点

355点

311点

271点

251点

5点

9点

429点

332点

169点

179点



制　大臼歯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　199点

2　鋳造鈎に鋳造用ニッケルクロム合金又は鋳造用コバルトクロム合金､線鈎に不鋳鋼及び特殊鋼

を用いた場合

:1)前歯

∈2号　犬歯暮小臼歯

看3ラ　太臼歯

MO23　バ- (1滴につき)

1　鋳造パー

制　金銀パラジウム合金(金12%以上)

宅2き　鋳造用ニッケルクロム合金､鋳造用コバルトクロム合金

2　屈曲パー

不鋳鋼及び特殊鋼
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